
類る

い

聚じ

ゅ

名み

ょ

う

義ぎ

抄し

ょ

う

観か

ん

智ち

院い

ん

本ぼ

ん

古
辞
書
の
精
髄
を

机
上
に
！

あ
ら
ゆ
る
分
野
の

日
本
文
化
研
究
に
必
須

三
万
二
千
語
の
大
辞
典

新
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
第
9
・
10
・
11
巻�
●
A
４
判
／
平
均
四
七
〇
頁
／
全
三
巻
セ
ッ
ト
定
価　

本
体
一
三
五
、〇
〇
〇
円
＋
税

高
精
細
原
寸
カ
ラ
ー
版

国
宝

仏
・
法
・
僧

原本修理を終え
いよいよ刊行！Ruiju Myōgishō, The Kanchi-in bon 

is a representative Japanese ancient 
dictionary, which contains 32,000 words.
It is a complete manuscript copy in 
the 14th century and is designated a 
National Treasure.

原
本
同
様
の

可
読
性
を
実
現

朱
墨
識
別
は
一
目
瞭
然

検
索
性
も
格
段
に
向
上

既
存
の
複
製
を
は
る
か
に

凌
駕
す
る
決
定
版
！



国宝 類聚名義抄観智院本

【
解
題
】
大
槻
信
（
京
都
大
学
大
学
院
教
授
）　

鎌
倉
末
期
（
十
四
世
紀
）
写
　
十
一
帖
　�

　

平
安
時
代
末
期
に
編
集
さ
れ
た
、
漢
字
・
漢
語
を
篇

目
に
よ
り
類
聚
し
た
音
訓
漢
和
辞
典
で
、
編
者
は
未
詳
。

標
出
漢
字
は
約
三
万
二
千
語
、
和
訓
は
約
三
万
四
千
語
、

朱
筆
で
付
さ
れ
た
声
点
（
ア
ク
セ
ン
ト
記
号
）
も
約
一
万

語
に
お
よ
ぶ
大
辞
典
で
、
そ
の
膨
大
な
量
の
和
訓
は
平

安
時
代
に
お
け
る
訓
読
語
彙
の
実
態
を
知
る
最
大
の
資

料
で
あ
る
。
現
存
諸
本
に
は
原
撰
本
・
改
編
本
の
二
種

が
あ
り
、
原
撰
本
は
院
政
期
頃
、
法
相
宗
関
係
の
僧
侶

が
撰
し
た
と
さ
れ
る
。

　

所
収
本
は
改
編
本
に
属
し
、
鎌
倉
時
代
末
期
の
書
写

と
考
え
ら
れ
、
撰
者
は
真
言
宗
の
学
僧
と
い
わ
れ
る
。

現
存
す
る
唯
一
の
完
本
で
あ
る
。
東
寺
観
智
院
旧
蔵
、

江
戸
時
代
末
期
に
伴
信
友
の
紹
介
に
よ
り
初
め
て
世
に

知
ら
れ
た
。

　

本
書
の
篇
目
に
「
朱
音
者
正
音
也
。
墨
声
者
和
音
也
。

片
仮
名
有
朱
點
者
皆
有
證
據
亦
有
師
説
。
無
點
者
雑
々

書
中
随
見
得
注
付
之
」
と
あ
り
、
朱
墨
訓
点
各
々
の
使

い
分
け
を
明
示
し
て
い
る
。
朱
・
墨
の
別
が
辞
書
機
能

の
一
部
を
に
な
う
本
書
に
お
い
て
、
カ
ラ
ー
版
は
も
っ

と
も
望
ま
れ
た
複
製
で
あ
る
。

23

収録語はさまざまな分野を網羅！

身体交通

植物

食物

現
存
唯
一
の
完
本
！

語
彙
の
豊
か
さ
で
は
古
辞
書
中
最
大

他、被服・建築etc.…
動物

医学

十
年
に
お
よ
ぶ

原
本
修
理
を
経
て
新
撮
影
で
刊
行
！



影印本文見本（原本原寸）　仏上34ウ

【旧版】善本叢書（モノクロ網目版）との版面比較

【旧版】善本叢書（1976年刊）

●
朱
点
で
は
な
く
、
料
紙
の
汚
れ
で
あ
る
こ
と
が
瞬
時
に
わ
か
る

●
各
頁
の
柱
に
は
篇
目
番
号
と
部
首
も
表
示

脚
注
と
し
て
、
正
宗
敦
夫
編
『
類
聚
名
義
抄
』（
風
間
書
房
刊
）の
本
文

番
号
を
記
載
、
同
書
索
引
か
ら
直
ぐ
に
カ
ラ
ー
版
本
文
を
参
照
可
能
。

45

類
聚
名
義
抄 

観
智
院
本　

仏
上
（
34
ウ
）　

3
辵
夂
・
4
匸
匕　

�

八
四

〔仏上 62〕

単
色
版
で
は
識
別
し
に
く
い
朱
筆
も
一
目
瞭
然
！

さ
ま
ざ
ま
な
原
本
情
報
を
読
み
取
れ
る
！

原
寸
大
高
精
細
カ
ラ
ー
版

●オールカラーの高精細画像により、旧版（単色）と比べ、豊富な原本情報を鮮明に再現。
●墨朱濃淡、微細な訓点、料紙の紙継・補修痕、擦消し・書き込み修正など本文校訂の
様相等々、原本同様の可読性を実現。

検
索
性
向
上

＝
朱
筆
箇
所

＝
朱
筆
箇
所

●
頁
数
は
旧
版
と
一
致
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
蓄
積
を
生
か
す
こ
と
が
可
能



影印本文見本（原本原寸）　僧下2オ

67 〔僧下 1〕

　

本
叢
書
第
一
期
の
『
古
語
拾
遺
』
の
訓
点
解
説
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

が
、
調
査
は
カ
ラ
ー
版
の
ゲ
ラ
刷
り
を
用
い
た
。
カ
ラ
ー
版
で
ほ
と
ん
ど
疑
問

が
な
く
、
不
明
瞭
な
所
も
、
実
物
で
も
不
明
瞭
だ
ろ
う
と
推
察
で
き
、
紙
の
質

ま
で
も
感
じ
取
れ
る
の
で
あ
る
。
何
度
も
頁
を
繰
り
、
書
き
込
み
、
頁
を
曲
げ
て
、

墨
色
を
比
較
し
た
り
、
原
本
で
は
で
き
な
い
細
か
な
分
析
が
で
き
た
。
実
を
言

え
ば
、
実
物
は
解
説
原
稿
完
成
後
に
拝
見
し
た
の
で
あ
る
。
初
め
て
見
る
感
じ

が
な
く
、
予
想
ど
お
り
の
紙
で
、
予
想
ど
お
り
の
墨
の
濃
淡
で
、
原
稿
を
修
正

し
た
り
、
加
筆
す
る
必
要
は
全
く
無
か
っ
た
。

　

本
叢
書
第
二
期
は
「
古
辞
書
」
で
あ
る
。
完
本
の
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
は
、

日
本
語
の
研
究
に
と
っ
て
掛
け
が
え
の
な
い
資
料
で
、
朱
点
に
よ
っ
て
、
十
一

世
紀
か
ら
十
二
世
紀
頃
の
日
本
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
が
復
元
で
き
る
。
大
量

の
和
訓
は
、
当
時
の
語
彙
体
系
を
語
り
、
平
安
時
代
、
あ
る
い
は
奈
良
時
代
の

作
品
の
注
釈
に
必
須
の
資
料
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　

旧
の
天
理
善
本
叢
書
も
、
当
時
の
最
高
の
技
術
で
複
製
さ
れ
て
い
て
、
朱
墨
は

か
な
り
分
別
で
き
た
が
、
何
度
目
を
こ
ら
し
て
も
、
判
断
で
き
な
い
所
が
多
く

あ
っ
た
。
そ
の
分
析
は
き
わ
め
て
鬱
陶
し
い
作
業
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
見
本
写
真
を
見
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
、
高
精
細
の
カ
ラ
ー
版

で
は
、
朱
墨
が
重
な
っ
て
も
、
墨
の
上
に
朱
が
乗
っ
て
い
る
の
が
見
え
る
。
押

界
も
見
え
る
。
紙
の
汚
れ
、
簀
の
目
も
見
え
て
、
紙
を
縦
に
使
っ
て
い
る
こ
と

ま
で
分
か
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
古
辞
書
は
す
で
に
価
値
の
高
い
こ
と
は
周
知
の
こ

と
で
あ
り
、
そ
の
古
辞
書
の
最
古
の
写
本
を
カ
ラ
ー
版
で
座
右
に
備
え
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
白
黒
写
真
に
よ
る
分
析
は
、
本
叢
書
に
よ
っ

て
か
な
り
の
修
正
・
再
考
を
必
要
と
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。　

　

私
も
声
点
付
き
語
彙
カ
ー
ド
を
廃
棄
す
る
予
定
で
あ
る
。
無
念
の
思
い
を
抱

く
が
、
そ
れ
が
時
代
の
進
化
な
の
で
あ
ろ
う
。
今
度
の
カ
ー
ド
は
決
定
稿
に
な

る
だ
ろ
う
と
い
う
安
心
感
も
あ
る
。

高
精
細
カ
ラ
ー
版
の
威
力

　
　
―
新『
善
本
叢
書
』第
二
期
刊
行
に
よ
せ
て
―

　

京
都
大
学
名
誉
教
授　

木
田
章
義

仏中（66オ）

類
聚
名
義
抄 

観
智
院
本　

僧
下
（
2
オ
）　

113
魚�

二
九
九

　
【
魚
部
で
の
例
】「
魚
」
が
つ
く
語
は
二
十
六
種
、
魚
偏
の
漢
字
は
約
四
百
五
十
種
を
収
録
。

高精細原寸カラー版だから読み取れる原本情報！

●
擦
消
し
箇
所
も
鮮
明　

直
後
の
行
の
文
字
を
誤
っ
て
写
し
た
た
め
に
消
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

●
補
修
の
様
相
を
確
認　
「
心
サ
シ
」の
文
字
は
補
っ
た
紙
に
書
か
れ
た
後
筆
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（44ウ）仏下本（44 オ）

圧
倒
的
な
語
彙
数

●
「
丨
」
は
見
出
し
字
「
魚
」
を
示
す
。「
年
魚
」
に
は
「
ア
ユ
」
と
「
サ
ケ
」
の
二
種
の
訓
が
あ
る
。



【新天理図書館善本叢書】　　　　古典研究者・図書館必備の新シリーズ！

第
1
回
配
本
〔
平
成
28
年
（2016

）
４
月
〕
既
刊�

第
8
巻	

三
【
重
要
文
化
財
】宝
類
字
集
高
山
寺
本

　
　
　
　
　
〔9558-9

〕
※
各
巻
Ｉ
Ｓ
Ｂ
Ｎ
下
５
桁　

A
４
判
／
二
二
六
頁
／
本
体
三
〇
、〇
〇
〇
円

第
2
回
配
本
〔
平
成
29
年
（2017

）
２
月
〕
既
刊�

第
７
巻	

和
【
重
要
文
化
財
】名
類
聚
抄
高
山
寺
本

　
　
　
　
　
〔9557-2

〕　�

　
　
　
　
　

A
４
判
／
二
六
四
頁
／
本
体
三
二
、〇
〇
〇
円

第
3
回
配
本
〔
平
成
29
年
（2017

）
10
月
〕
既
刊�

第
12
巻	

世
【
重
要
文
化
財
】

俗
諺
文
作

【
重
要
文
化
財
】

文
大
躰�

　
　
　
　
　
〔9562-6

〕�

　

A
４
判
／
二
三
二
頁
／
本
体
三
〇
、〇
〇
〇
円

第
4
回
配
本
〔
平
成
30
年
（2

0
1
8

）
4
月
〕

第
９
巻	

類
【
国
宝
】

聚
名
義
抄
観
智
院
本
一
仏

　
　
　
　
　〔9559-6

〕�

　
A
４
判
／
四
七
二
頁
／
本
体
四
五
、〇
〇
〇
円

第
5
回
配
本
〔
平
成
30
年
（2

0
1
8

）
８
月
〕�

第
10
巻	

類
【
国
宝
】

聚
名
義
抄
観
智
院
本
二
法

　
　
　
　
　
〔9560-2

〕�

A
４
判
／
約
四
五
〇
頁
／
本
体
四
五
、〇
〇
〇
円

第
6
回
配
本
〔
平
成
30
年
（2

0
1
8

）
10
月
〕　

第
11
巻	

類
【
国
宝
】

聚
名
義
抄
観
智
院
本
三
僧

　
　
　
　
　
〔9561-9

〕�

A
４
判
／
約
四
六
〇
頁
／
本
体
四
五
、〇
〇
〇
円

第
二
期

古
辞
書
全
六
巻
ご
案
内�

IS
B
N
978-4-8406-9592-3

（
セ
ッ
ト
）

さ
ん
ぽ
う
る
い
じ
し
ゅ
う

せ
ぞ
く
げ
ん
ぶ
ん

る
い
じ
ゅ
み
ょ
う
ぎ
し
ょ
う

わ
み
ょ
う
る
い
じ
ゅ
し
ょ
う

さ
く
も
ん
だ
い
た
い

●
造
本　

A
４
判
／
上
製
本
／
ク
ロ
ス
装
／
貼
函
入
／
平
均
約
三
五
〇
頁

●
定
価　

第
二
期
全
六
巻
セ
ッ
ト
定
価
（
本
体
二
二
七
、〇
〇
〇
円
＋
税
）

●
各
巻
分
売
可　

第
二
期
平
均
定
価
（
本
体
三
七
、八
三
三
円
＋
税
）
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第4～6回配本　類聚名義抄 全3巻　2018年 4・8・10月に刊行！

原
本
を
机
上
に
置
く
が
ご
と
く
に
精
査
可
能
！

●
最
新
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
駆
使
し
た

　
撮
影
・
製
版
・
印
刷
に
よ
っ
て

　
原
本
同
様
の
可
読
性
を
実
現

●
原
寸
大
の
高
精
細
カ
ラ
ー
版
だ
か
ら

　
読
み
と
れ
る
新
知
見


